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はじめに 

 

昨今，循環型社会への転換が求められている。循環型

社会の形成するにあたり，将来にわたるマテリアル(物

質）のストック(蓄積）フロー(投入・廃棄）を正確かつ

詳細に把握する必要がある。そのため本研究では，大西

ら(2012）のマテリアルストック需要量の研究を拡張し，
各都道府県の建築物(住宅建物・業務建物)マテリアルス

トックとフローを推計したのち，地域間の比較を行った。 
 
１．推計フローチャートおよびシナリオ設定  

 
図 1に本研究の推計フローチャートを示す。本研究で

はそれぞれ異なった将来を想定した 3 種類のシナリオ
（現状維持型，都市集約型，分散定住型）を設定した。

また，それぞれのシナリオを変化させる要因を出生率，

女性の有業率，経済成長率，人口密度（建物用地面積当

たり）とした。詳細な値については表 1に示す。  
 
２．推計結果 

 

 推計結果が顕著であった東京都，北陸三県，東海三県 

の結果を表 2に示す。この結果，既に集約化されている
東京都では現状維持型が，北陸三県や東海三県のような

集約化が進んでいない地域においては都市集約型が最も

投入・廃棄量を低く抑えられる事が分かった。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 おわりに 

 
 本研究の推計結果から，マテリアルストック・フロ

ーの観点では地域間によって目指すべき将来像が異な

ることが分かった。ただし，この推計結果は 3 つの地
域の特徴を示したものであり，全ての地域で同様の傾向

を示すとは言えない。そのため，今後は地域の特徴や産

業構造などを考慮しながら，より詳細に検討を進めてい

きたい。  
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図１ 研究フローチャート（若林ら（2012）より） 

表２ 推計累積投入量および累積廃棄

量 

表１  シナリオの設定（若林ら（2012）より） 

マテリアルストック推計のための4D GISの構築

-名古屋市都心部を対象にしたケーススタディ-

青柳 淳之介＊・杉本 賢二＊＊・谷川 寛樹＊＊

＊名古屋大学工学部社会環境工学科，＊＊名古屋大学大学院環境学研究科都市環境学専攻

はじめに

都市には，資材が大量に投入され，建築物やインフラ

構造物として蓄積されている。これらはいずれ大量の廃

棄物として排出されることになる。これらの廃棄物処理

や管理を適切に計画するためには，マテリアルストッ

ク・フロー分析を行い，都市におけるマテリアルストッ

クの量やその推移を正確に把握することが必要である。

本研究では、名古屋市をケーススタディ対象都市として，

現代までの建築物推移を，住宅地図などを用いて4D GIS

を構築することで可視化し，都市におけるマテリアルス

トックの推計のためのデータベースを作成した。

1. 4D GISの構築方法

GIS(geographic information system)とは，様々な地

理情報を地図上に持たせることで空間的，時間的分析を

可能にするシステムである。

本研究では，2009年，2003年，1997年の地図を3Dマッ

プ化し，それらを重ね合わせて時間軸を導入することで

4D GISを構築した。また、もとにした地図データは，Z-

mapTOWNⅡ1)のデータを使用した。

2. 4D GISの構築結果

構築したGISデータの一部を図1に示す。対象地域は，

名古屋城を中心とした，面積約11km²の区画としている。

名古屋駅東側や100m 道路などを含み，これまでの名古屋

の都市計画の中心となってきた地域であり，活気のある

地区である。そのため，建築物更新が著しいと思われ，

また地図や写真のデータも得やすいことから決定した。

表１ 名古屋市中心部0.8㎢でのマテリアルストック推移 

上部構造(Mt) 基礎(Mt) 合計(Mt)

2009 2.50 1.64 4.14

2003 2.18 1.45 3.63

1997 1.22 0.96 2.18

3. マテリアルストック推計結果

建築物それぞれに構造種別や面積など属性情報を持た

せ，次の式で物質ストックを推計する。(東岸ら，2008)

௦ǡ௠ܵܯ ൌ ௦ܣܨܶ ൈܫܯ௦ǡ௠

:௦ǡ௠ܵܯ 建物構造種別 s である建築物の，建設資材 m の

建設資材ストック

:௦ܣܨܶ 建物構造種別 s である建築物の，延床面積

:௦ǡ௠ܫܯ 建物構造種別 s である建築物の，建設資材 m の

資材投入原単位

これらを各年代で行うことで，マテリアルストック推

移の推計，分析が可能になる。

 表1に，構築した4D GISの一部分，約0.8㎢の区画の，

各年代でのマテリアルストック推計結果を示す。

おわりに

今後は，さらに多くの年代で3Dマップを構築し，詳細な

MFAを可能にすることが課題として挙げられる。また，同

様の4D GISを用いた研究が，北九州市と和歌山市(谷川ら，

2001)，イギリス・マンチェスター市(Tanikawaら，2009)

などでこれまで行われてきた。これらとの比較分析も必

要である。
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図 1 GIS データ 2009 年


